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                                                              議案第135号

専決処分の承認を求めることについて

次に掲げる事項は、特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであると認め、地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１

項本文の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。

令和７年９月12日提出

                                                         郡山市長 椎 根 健 雄

記

専決第16号 反訴の提起について（別紙）

（提 案 要 旨）

専決処分の承認を求める。
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                                                                専決第16号

専決処分書

地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項本文の規定により、特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであると認

め、次のとおり専決処分する。

反訴の提起について（別紙）

理 由

控訴人 と被控訴人郡山市との間の仙台高等裁判所第３民事部令和６年（ネ）第155号境界確定・所有権確認等請求控訴事件について、

直ちに所有権移転登記手続請求に係る反訴を提起する必要が生じたため。

令和７年９月２日

                                                         郡山市長 椎 根 健 雄
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（別紙）

反訴の提起について

次のとおり反訴を提起する。

記

１ 相手方

住 所

法人名

       

２ 事件の概要

本件反訴は、別紙１福島地方裁判所郡山支部令和４年（ワ）第94号事件判決別紙不動産目録記載の甲土地１ないし４と乙土地１及び２の筆界が、同判決

別紙図面１記載のＪ１、ＦＫ１、ＦＫ２、ＦＫ３、ＦＫ４、ＦＫ５及びＦＰ14の各点を順次直線で結んだ線であることが確定した場合、郡山市（以下「反

訴原告（本訴被控訴人）」という。）が （以下「反訴被告（本訴控訴人）」という。）に対し、時効取得を原因とする所有権移転登記

手続を求める予備的反訴である。

３ 請求の要旨

(1) 反訴被告（本訴控訴人）は、反訴原告（本訴被控訴人）に対し、別紙２及び別紙３記載のＪＮ20、ＦＫ５、ＦＫ４、ＦＫ３、ＦＫ－01、ＪＫ13、ＫＰ

５、ＫＰ４、ＫＰ３、ＫＰ２、ＫＰ１、ＦＰ14及びＪＮ20の各点を順次直線で結んだ線により囲まれた範囲の土地から、別紙２及び別紙３記載のＪＮ20

、ＦＫ５、ＦＫ４、ＦＫ３、ＦＫ－01、ＪＫ13、Ｊ13、Ｊ12、Ｊ11、ＪＮ19、Ｊ10、Ｊ９及びＪＮ20の各点を順次直線で結んだ線により囲まれた範囲の

土地を分筆して、平成２年９月28日付け時効取得を原因とする所有権移転登記手続を求める。

(2) 反訴被告（本訴控訴人）は、反訴原告（本訴被控訴人）に対し、別紙２及び別紙３記載のＪＮ20、ＦＫ５、ＦＫ４、ＦＫ３、ＦＫ－01、ＪＫ13、ＫＰ

５、ＫＰ４、ＫＰ３、ＫＰ２、ＫＰ１、ＦＰ14及びＪＮ20の各点を順次直線で結んだ線により囲まれた範囲の土地から、別紙２及び別紙３記載のＪ10、

ＪＮ19、Ｊ11及びＪ10の各点を順次直線で結んだ線により囲まれた範囲の土地を分筆して、平成３年３月20日付け時効取得を原因とする所有権移転登記

手続を求める。

(3) 反訴被告（本訴控訴人）は、反訴原告（本訴被控訴人）に対し、別紙２及び別紙３記載のＫＰ５、ＪＫ13、ＦＫ－01、ＦＫ－02、ＪＫ14、ＫＰ６、Ｋ

Ｐ７、ＫＰ８及びＫＰ５の各点を順次直線で結んだ線により囲まれた範囲の土地から、別紙２及び別紙３記載のＪＫ13、ＦＫ－01、ＦＫ－02、ＪＫ14、

Ｊ14及びＪＫ13の各点を順次直線で結んだ線により囲まれた範囲の土地を分筆して、平成２年９月28日付け時効取得を原因とする所有権移転登記手続を

求める。

(4) 反訴被告（本訴控訴人）は、反訴原告（本訴被控訴人）に対し、別紙２及び別紙３記載のＪＫ14、ＦＫ－02、ＦＫ２、ＦＫ１、ＪＫ16、ＫＰ10、ＫＰ

６及びＪＫ14の各点を順次直線で結んだ線により囲まれた範囲の土地から、別紙２及び別紙３記載のＪＫ14、ＦＫ－02、ＦＫ２、ＦＫ１、ＪＫ16、Ｊ15
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及びＪＫ14の各点を順次直線で結んだ線により囲まれた範囲の土地を分筆して、平成２年９月28日付け時効取得を原因とする所有権移転登記手続を求め

る。

(5) 反訴被告（本訴控訴人）は、反訴原告（本訴被控訴人）に対し、別紙２及び別紙３記載のＪＫ16、ＦＫ１、Ｊ１、ＫＰ13、ＫＰ12、ＫＰ11、ＫＰ10及

びＪＫ16の各点を順次直線で結んだ線により囲まれた範囲の土地から、別紙２及び別紙３記載のＪＫ16、ＦＫ１、Ｊ１、ＫＰ13、ＫＰ12、Ｊ17、Ｊ16及

びＪＫ16の各点を順次直線で結んだ線により囲まれた範囲の土地を分筆して、平成２年９月28日付け時効取得を原因とする所有権移転登記手続を求める

。

(6) 訴訟費用は反訴被告（本訴控訴人）の負担とするとの判決を求める。

４ 訴訟遂行の方針

(1) 弁護士を訴訟代理人と定める。

(2) 市長は、本件反訴の取下げ又は裁判上の和解を行うことができるものとする。

(3) 本件反訴の進行上特に必要がある場合には、市長は、訴えの追加その他の変更をすることができるものとする。
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別紙１

不動産目録

第１ 甲土地

１ 所在

地番 406 番８

地目 宅地

地積 60.10 ㎡

２ 所在

地番 412 番１

地目 田

地積 42 ㎡

３ 所在

地番 412 番 18

地目 田

地積 16 ㎡

４ 所在

地番 412 番 19

地目 田

地積 16 ㎡

第２ 乙土地

１ 所在

地番 441 番１

地目 公衆用道路

地積 1,620 ㎡

２ 所在

地番 411 番９

地目 用悪水路

地積 0.71 ㎡
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別紙２
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別紙３
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